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Development of Teaching Materials for Kanji Learning: Exploration of a Method for 
Performing Learning Activities Smoothly between Japanese Language Learners










































様子を次の 2 つの方法で記録した。1 つは，グループ練習における学習者同士のやり取り（学習者と教師・
授業補助者とのやり取りも含む 3））を IC レコーダーで録音したもの 4）で，もう 1 つは，授業後に教師
および授業補助者 5）（以下，「TA」と称する）がグループ練習中の学習者の様子や学習者から受けた質
問などをメモしたものである。
　記録の対象としたグループ練習の内容は，教科書『漢字 1000plus INTERMEDIATE KANJI 
BOOK』VOL.1，VOL.2（凡人社発行，以下，VOL.1 を『IMK1』，VOL.2 を『IMK2』と称する）に沿っ
て教師が導入した漢字語の定着を図るために行うものである。1 グループは 2 ～ 3 人で，学習者の 1 人
が出題してほかの学習者が答えるものと，学習者同士で相談・協力しながら答えを考えるものがある。
　今回は 12 人の学習者（中国 3 人，ロシア 4 人，韓国 4 人，ブラジル 1 人）6）による延べ 36 のグルー
































































グループ 1（学習者 1 人，TA 1 人８）
やり方  やり方を説明する発言はなかった。
























































































①漢字 1 字が書かれた 2 枚のカードを組み
合わせて熟語を作る。
②熟語が入る例文カードを探す。
































①漢字 1 字が書かれた 2 枚のカードを組み
合わせて熟語を作る。
②熟語が入る例文カードを探す。
グループ 1（学習者 2 人）
やり方  やり方を説明する発言はなかった。TA
が時間配分を考え，カードの扱いを変更していた。












やり方  学習者同士で説明，TA にも尋ねていた。















































































































































方について TA がアドバイスしたり学習者同士で相談している練習（『IMK1』L3，復習 1，L7），カー
ドの使用回数について学習者がなかなか気づかなかった練習（『IMK2』L5），カードとワークシートを




















































































































留学生，大学院生，研究生等が受講している。各期 15 週，週 1 回 90 分の授業が行われる。漢字の授業は，中
級クラスと上級クラスの共通科目として開講されているため，受講者の漢字の習熟度の開きが大きい。2012 年
度前期は，教科書として『ストーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）を用いるグループ，『漢字 1000plus 
INTERMEDIATE KANJI BOOK』VOL.2（凡人社）を初めて用いるグループ，同教科書を途中から用いるグ
ループの 3 つのグループ，後期は，『基礎漢字 500 BASIC KANJI BOOK』VOL.2（凡人社）を用いるグルー











6）前期は 5 人の学習者（中国 3 人，ロシア 1 人，ブラジル 1 人）が『IMK2』のグループ練習を行った。後期は 3
人の学習者（ロシア 1 人，韓国 2 人）が『IMK1』のグループ練習，6 人の学習者（ロシア 3 人，韓国 2 人，ブ






























　2010 年 11 月 1 日，メドべージェフ ･ ロシア大統領（当時）が国後島を訪問し，「北方領土」の実効















































　北対協による日本語講師の派遣と日本語コース開講は 1998 年から実施されており，2012 年度実施分
までにおいて，のべ 3138 人が日本語を学んできた。（表１）
表１ 『日本語講師派遣事業』で学ぶロシア人受講者の数（1998 年～ 2012 年）
1998 ※ 1999 2000 2001 2002 2003 ※ 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
色丹島子供 76 100 51 53 49 － 33 43 52 46 53 31 25 29 41
大人 53 57 38 27 25 － 17 18 23 19 33 17 27 16 29
合計 129 157 89 80 74 － 50 61 75 65 86 48 52 45 70
国後島子供 34 57 46 57 65 52 31 70 53 54 28 29 41 43 34
大人 37 38 27 34 33 40 38 43 43 40 33 38 51 40 45
合計 71 95 73 91 98 92 69 113 96 94 61 67 92 83 79
択捉島子供 － 34 77 8 8 41 17 49 20 42 28 17 39 39 23
大人 － 101 12 19 27 17 12 24 24 18 12 28 18 20 23
合計 － 135 89 27 35 58 29 73 44 60 40 45 57 59 46
全体の合計 200 387 251 198 207 150 148 247 215 219 187 160 187 187 195




































































































 ＜Мини-диалог 1＞ 
 
Сузуки в затруднении: разуваться в прихожей или нет. 
 
すずき： あのう、くつ は？ 
タチアナ： スリッパ を どうぞ。 
すずき： どうも ありがとう ございます。 
 
 
Сузуки: Ано̄, куцу ва? 
Татьяна: Суриппа о до̄зо. 






あのう ано̄ А-а (выражение замешательства) 
※ У этого слова нет особого значения. Оно может употребляться в 
начале предложения. 
くつ куцу обувь 
くつ は？ куцу ва? А что с обувью? 
※ Спрашивают об обуви. 
スリッパ суриппа тапочки 
を どうぞ о до̄зо пожалуйста 
※「を о」：частица со значением винительного падежа 
 
 
Сузуки: Обувь снимать? 
Татьяна: Пожалуйста, наденьте тапочки. 





















が，それを応用して，勧めるものを変えて模擬会話をさせてみる。(図２) 「話 ましょう」では，場面を設 単なロールプレイを試みてよい。 
 
A：                  を どうぞ。 
B：どうも ありがとう ございます。 
 
A：                  о до зо. 
B：До мо аригато  гозаимас. 
 おかし окаш и сладости おちゃ оча чай ジャム дж аму варенье はちみつ хачимицу мёд いす Ису стул  図２  ユニット２の模擬会話練習の例 
(4) 「小会話」は，「小会話１」に続き「小会話２」，「小会話３」と提示されていくが，それら「小会話１」ダイアローグの続きの言動であったり，「小会話１」の変化したバリエーションとしたりしたものである。 (5) 適宜，日本語という言語に関するトピックや日本の文化に関するトピックを取り上げ，「コラム」として読み物のような形で提示した。 (6) 「中会話」と「やってみよう!」  各ユニットの小会話を連続すれば，「ビザなし交流」の想定場所での一連の行為にともなう自然な会話になる。１つ１つの「小会話」はたいへん短いものであるが，「中会話」が一つのまとめとなっている。 (7) その他 北方領土問題と直接かかわりのあるデリケートな問題も，「北方領土」における日本語教育の根底に横たわっている。先述したが，例えば下のような地名の取り扱いをどうするかである。(表２) このようなことについては現場の各教師の考え方によって対応は異なるのかもしれず，答えは1つではないであろう。しかし，そもそもこの日本語コースは「ビザなし交流」の一環として，北方領土問題の解決に寄与するため，日本とロシアの友好と相互理解のために行っている事業である。もしも教室内で日本人の日本語講師とロシア人の受講者がそのようなことでぎくしゃくしたりするようなことがあれば，事業の趣旨にも反することになる。 














































（3） サハリン州は，ソ連が日ソ中立条約を破棄して日本に攻撃を開始した 1945 年 8 月 9 日に設置されたものである。
（4） 設置の趣旨として，次のように述べられている。「当協会では，平成10年度より北方四島交流専門家（日本語講師）
とロシア人学習者がお互いの立場を理解し敬愛し合い，人と人としてのしっかりした相互の信頼関係が構築されていることが最も肝要であると言える。  注 
 (1) 北方領土問題対策協会によって実施される「北方四島交流事業日本語講師派遣事業」を指す。 (2) 1951年9月のサンフランシスコ平和条約によって日本に対する連合国の占領は終り，日本は主権を回復した。 「日本は，サンフランシスコ平和条約により，ポーツマス条約で獲得した樺太の一部と千島列島に対するすべての権利，権原及び請求権を放棄しました。しかし，そもそも北方四島は千島列島 中に含まれません。ソ連は，サンフランシスコ平和条約には署名しておらず，同条約上の権利を主張することはできません。」(外務省HPより) 










（5） その研究成果は，2009 年７月に開かれた JSAA-ICJLE2009 国際研究大会（於 : ニューサウスウェールズ大学
（オーストラリア ･ シドニー））において発表（副島ほか）した。
（6） その研究成果は，2010 年世界日本語教育大会（於 : 台湾政治大学（台湾，台北））において発表（副島ほか）した。
（7） これからは，その年度の事業の派遣講師が検討会の構成員となって，この教材の弱点や使いづらさを指摘し，
改善を重ねて行くことが重要であると言える。
（8） それらの研究成果は，2011 世界日本語教育研究大会（於 : 天津外国語大学，中国） （ICJLE 2011 CHINA） 
International Conference on Japanese Language Education，ロシア・東欧 JSSEES（Japanese Society for 




（1）梶浦篤，「日ソ復交交渉に対する米国の戦略（Ⅰ）」，『政治経済史学』546 号，政治経済史学会，2012 年 4 月，
pp1-21.
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pp30-51.
（3） 　　　，「日ソ復交交渉に対する米国の戦略（Ⅲ）」，『政治経済史学』546 号，政治経済史学会，2012 年 6 月，
pp29-53.





「「北方領土」における日本語教育のための教材開発」, 『2010 世界日語教育大會【論文集 ･･ 予稿集】』（CD）（国
立政治大学・外国語文学院），大新書局，台湾 . （CD 収録）№ 518.
（7）副島健治，鈴木寛子，北岡千夏（2011）, 「「北方四島」における日本語教育 ― その教材開発の試み ―」, 2011
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学創成の学際的融合研究（Creation of East Asian “Kyousei”studies）』（CEAKS） Discussion Paper， 富山大
学極東地域研究センター , pp.1-9.
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期 15 週間 75 日のコースを提供している。富山大学留学生センターでは，1999 年 10 月に第１期を開講し，
2013 年３月には第 27 期生を送り出した。富山大学に配置される国費研究留学生・教員研修留学生の数
は少なく，受講定員に余裕があるため，2000 年 10 月開講の第３期日本語研修コースからは，学内公募
を実施して，大学推薦国費研究留学生や私費研究生等も受け入れている。本稿では，2012 年４月から






表１　日本語研修コース受講・修了者（第 26 期・第 27 期）
期 名　　　　　前 国　籍 指　導　教　員
26
 金　　福　山（キン　フクサン） 中 　 　 　 国  富山大学　唐　　　政　教授
 潘　　俊　超（ハン　シュンチョウ） 中 　 　 　 国  富山大学　清家　彰敏　教授
 劉　　燕　婷（リュウ　エンテイ） 中　　　　 国  富山大学　唐　　　政　教授
27
 アシアヌット　パペトワ　アドゥクス ウ ガ ン ダ  富山大学　岡崎　浩幸　准教授
 ナイン　ウィン　ソウ ミ ャ ン マ ー  富山大学　岡崎　浩幸　准教授
 ティオジオ　エドヴィジ　ロジン カ メ ル ー ン  富山大学　上田　　晃　教授
 モハンマド　アシュラフール　ラハマン バングラデシュ  富山大学　川原　茂敬　教授
 李　　梦　澤（リ　ボウタク） 中　　　　 国  富山大学　チャピ　ゲンツィ　教授









　第 26 期は，2012 年４月６日（金）に開講式，同年９月 28 日（金）に修了式を，第 27 期は，2012 年
10 月９日（火）に開講式，2013 年３月１日（金）に修了式を行い，どちらの期も 15 週間 75 日の集中
授業を行った。各期の主なスケジュールは以下の通りである。
＜第 26 期＞
2012年 ４月４日（水）   学内公募選考
 ４月５日（木）   コースオリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 ４月６日（金）   開講式
 ４月９日（月）   授業開始
 ５月23日（水）   異文化交流パーティー
 ６月１日（金）   フィールドトリップ（富山市民俗民芸村）
 ６月19日（火）   「私の国」発表会
 ７月21日（土）   ホームビジット
 ７月26日（木）   授業終了
 ７月27日（金）～８月１日（水） スピーチ練習，文集作成
 ８月２日（木）   スピーチ発表会（「私の専門」発表会）
 ９月28日（金）   修了式
＜第 27 期＞
2012年 10月３日（水）   文科省配置学生：諸手続き
 10月４日（木）   文科省配置学生：オリエンテーション，挨拶の練習，ひらがな
 10月５日（金）   学内公募選考，挨拶の練習
 10月９日（火）   開講式，学内公募受講生：オリエンテーション，ひらがな
 10月10日（水）   授業開始
 11月14日（水）   異文化交流パーティー
 11月30日（金）   フィールドトリップ（富山市民俗民芸村）
 12月18日（火）   「私の国」発表会
 12月25日（火）～2013年１月４日（金） 冬季休業
2013年 １月26日（土）～27日（日） ホームステイ，ホームビジット（26日のみ）
 ２月８日（金）   授業終了
 ２月12日（火）～18日（月） スピーチ練習，文集作成
 ２月19日（火）   スピーチ発表会（「私の専門」発表会）








　第 26 期，第 27 期ともに，コース開講当初は初級・中級の２つのレベルの受講者がおり，２つのクラ
－ 20 －
スに分けて授業を行っていた。しかし既に述べたように，第 26 期２人，第 27 期１人の学生が途中でコー
スを辞めることになり，それが中級クラスの学生で，コースに残ったのは初級レベルの学生のみであっ














初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
月
文法 文法 A 文法 文法 A 語彙・表現 コンピュータ コンピュータ 読解
（加藤敬） （高畠） （加藤敬） （高畠） （加藤扶） （濱田） （濱田） （加藤扶）
火
文法 聴解 文法 会話 聴解 作文 特別指導 特別指導
（後藤） （濱田） （後藤） （副島） （濱田） （藤田） （加藤扶・副島）（濱田・後藤）
水
文法 文法 A 文法 文法 A 文字・漢字 文字・漢字 日本事情
（横堀） （中河） （横堀） （中河） （加藤扶） （濱田） （出原）
木
文法 文法 B 文法 文法 B 読解・作文 コンピュータ コンピュータ 文法 C
（高畠） （副島） （高畠） （副島） （横堀） （後藤） （後藤） （副島）
金
文法 文法 B 文法 文法 B 会話 文法 C 特別指導 特別指導













初級 中級 初級 中級 初級 中級 初級 中級
月
文法 文法 A 文法 文法 A 聴解 コンピュータ コンピュータ 読解
（加藤敬） （高畠） （加藤敬） （高畠） （加藤扶） （濱田） （濱田） （加藤扶）
火
文法 聴解 文法 会話 語彙・表現 作文 特別指導 特別指導
（後藤） （加藤扶） （後藤） （副島） （藤田） （加藤扶） （加藤扶・副島）（濱田・後藤）
水
文法 文法 A 文法 文法 A 文字・漢字 文字・漢字 日本事情
（横堀） （中河） （横堀） （中河） （加藤扶） （濱田） （出原）
木
文法 文法 B 文法 文法 B 読解・作文 コンピュータ コンピュータ 文法 C
（高畠） （副島） （高畠） （副島） （横堀） （後藤） （後藤） （副島）
金
文法 文法 B 文法 文法 B 会話 文法 C 特別指導 特別指導






















文字・漢字 『留学生のための漢字の教科書　初級 300』（国書刊行会）（第 26 期）
『ストーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）（第 27 期）





































しながらプレゼンテーションを行った (5.5.2 参照 )。さらに，学生は発表原稿をもとにしてレポートを
作成した。学生の作成したレポートは，第 26 期，第 27 期のものをまとめ，日本語研修コース修了レポー
ト集『らいちょう』として発行した（5.5.3 参照）。
５．５．２　スピーチ発表会
　スピーチ発表会は，第 26 期は 2012 年８月２日（木）に，第 27 期は 2013 年２月 19 日（火）に，そ
























































































　　忙しい 3 人，ちょうどいい 2 人
日本語は上達したか：




















































































































前期（2012 年４月～９月）と後期（2012 年 10 月～ 2013 年３月）にそれぞれ 15 週間開講した。







　前期は，初級クラスが 10 人，中級クラスが 15 人，上級クラスが 37 人（うち２人は中級クラスも同
時に受講），計 60 人が日本語課外補講を受講している。60 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 25 人，
研究生 14 人，特別聴講学生 12 人，科目等履修生（県費留学生），教員研修生各３人，特別研究学生２人，
日本語・日本文化研修留学生１人となっている。国・地域別の内訳は，中国 41 人，韓国５人，チェコ３人，
ベトナム，ロシア各２人，インドネシア，ガーナ，カメルーン，台湾，バングラデシュ，ブラジル，ラ
トビア各１人となっている。また，所属別の内訳は，理工学教育部 19 人，経済学部 12 人，人文学部９
人，経済学研究科５人，芸術文化学部，人間発達科学研究科各４人，人間発達科学部３人，工学部，人
文科学研究科各２人となっている。
　後期は，初級クラスが７人，中級クラスが 15 人，上級クラスが 35 人，計 57 人が日本語課外補講を
受講している。57 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 21 人，研究生，特別聴講学生各 11 人，特別研
究学生，科目等履修生各４人（科目等履修生４人のうち３人は県費留学生），日本語・日本文化研修留
学生３人，教員研修生２人，学部生 １人となっている。国・地域別の内訳は，中国 35 人，韓国６人，
ロシア４人，カメルーン，タイ，ベトナム各２人，インド，インドネシア，ガーナ，台湾，ブラジル，














　前期は 2012 年４月９日（月）～７月 26 日（木）を授業期間とした。曜日調整のため，７月 17 日（火）
は月曜日の授業，７月 25 日（水）は金曜日の授業を行った。後期は 2012 年 10 月 10 日（水）～ 2013
年２月８日（金）を授業期間とした。12 月 25 日（火）～１月４日（金）は冬季休業，１月 18 日（金）
















曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
１ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠）
２ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠） 表現技術 1（濱田）
３ 語彙・表現（加藤扶） [ 中級・上級クラス共通 ] 漢字 1 （高畠）
火
１ 文法 （要門） 聴解 （濱田） 
２ 文法 （要門） 会話 （副島） 会話 1 （松岡）
３ 聴解 （濱田） 作文 1 （松岡）
４ 読解Ａ 1 （藤田）
水
１ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
２ 生活日本語（加藤扶） 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
３ 文字・漢字 （加藤扶） 日本文化 1 （中河）
木
１ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
２ 生活日本語（要門） 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
３ 聴解 1 （要門）
４ 文法 1 （要門）
金
１ 文法 （永山） 文法Ｂ （松岡）
２ 文法 （永山） 文法Ｂ （松岡） 読解Ｂ 1 （遠藤）
３ 会話 （後藤）
　　＊ １限 8:45 ～ 10:15，２限 10:30 ～ 12:00，３限 13:00 ～ 14:30，４限 14:45 ～ 16:15
　　＊ 網掛けの授業科目は，日本語研修コースとの合同授業
－ 29 －
表 2　2012 年度後期 日本語課外補講時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
１ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠）
２ 生活日本語（加藤扶） 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠） 表現技術 2（濱田）
３ 聴解 （加藤扶） [ 中級・上級クラス共通 ] 漢字 2 （高畠）
火
１ 文法 （要門） 聴解 （加藤扶） 
２ 文法 （要門） 会話 （副島） 会話 2 （松岡）
３ 生活日本語（要門） 語彙・表現（藤田） 作文 2 （松岡）
４ 読解Ａ 2 （藤田）
水
１ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
２ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
３ 文字・漢字 （加藤扶） 日本文化 2 （中河）
木
１ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
２ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
３ 聴解 2 （要門）
4 文法 2 （要門）
金
１ 文法 （横堀） 文法Ｂ （松岡）
２ 文法 （横堀） 文法Ｂ （松岡） 読解Ｂ 2 （遠藤）
３ 会話 （後藤）











第 1 週 １課～４課 第 9 週 30課～32課
第 2 週 ５課～７課 1 課～ 6 課試験 第 10 週 33課～35課 26課～32課試験
第 3 週 ８課～11課 第 11 週 36課～38課
第 4 週 12課～14課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 39課～41課 33課～38課試験
第 5 週 15課～18課 第 13 週 42課～45課
第 6 週 19課～22課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 46課～48課 39課～45課試験
第 7 週 23課～26課
第 15 週
49課～50課 日本語能力試験












トーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）をメインテキストとして，1 日の授業で 1 課進むペースで，
ひらがな，カタカナ，漢字の読み書きの練習を中心に行った。
　週 2 コマの「生活日本語」の授業では，『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE』Ｉ（講談社インターナショ
ナル）をメインテキストとして，1 日の授業で 1 課進むペースで初級文型の導入及び会話力を伸ばすた
めの練習を中心に行った。
　なお，前期については，月曜 2 限開講予定だった「生活日本語」を，高岡キャンパスからの受講者の
スケジュールにあわせて，5 月の連休明けから水曜 2 限に変更するとともに，4 月分の授業内容につい
て補講を行うなどのサポートを行った。そして，後期については，木曜 2 限開講予定だった「生活日本
語」を受講者のスケジュールにあわせて，第 2 週目以降火曜 3 限に変更した。
５．３　中級クラスの授業内容






は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中級Ｊ 501』は 2 日（4 コマ）の授業で 1 課進むペー
スで，それぞれ中級の語彙や文法事項を導入し，主に読解の力を伸ばすための練習を行った。
　「聴解」の授業では，前期は『日本語生中継・初中級編』1，2（スリーエーネットワーク），後期は『毎




























































　以下，表 4 に前期初級クラス，表 5 に前期中級クラス，表 6 に前期上級クラス，表 7 に後期初級クラ
ス，表 8 に後期中級クラス，表 9 に後期上級クラスの授業内容のアンケート集計結果をまとめた。授業
内容に関するアンケートでは，中級，上級クラスについては，1 人の学生が複数の授業科目に答えてい
るため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きいほど良い評点であ
ることを示す。「とてもよかった」を 5 点，「よかった」を 4 点，「ふつう」を 3 点，「あまりよくなかっ
た」を 2 点，「ぜんぜんよくなかった」を 1 点として，その平均点を出したものである。


























































































































































































・ Ｎ 1 の文法はおもしろい。（文法）


































































































































































































































































































































































































































































































































































午前 1・2 限（５人） ：初級２人，中級１人，上級２人





































２．授業科目数の希望 今のままでいい（16 人） ：初級５人，中級３人，上級８人
多くしてほしい（３人） ：初級（生活日本語）１人，中級２人…文法，漢字
３．授業科目の希望 今のままでいい（18 人） ：初級６人，中級４人，上級８人
新しい科目を作ってほしい（０人） 



















































総合日本語コース報告（2011 年 10 月～ 2012 年 9 月）
濱田美和
１　はじめに
　総合日本語コースは，日本語・日本文化研修留学生のために，2004 年 10 月に開設した日本語プログ
ラムである。富山大学の外国人留学生全体の中で，日本語・日本文化研修留学生の占める割合は低いた
め，本コースの授業科目はいずれも日本語課外補講上級クラスとの合同授業として開講している。2005
年 9 月に，初めて本コースの修了生を送り出し，2011 年 10 月に 8 期目の学生を迎えた。
　以下，2011 年度秋期（2011 年 10 月～ 2012 年 3 月）及び春期（2012 年 4 月～ 9 月）の総合日本語コー
スの実施状況について報告する。
２　受講学生
　「2011 年度富山大学日本語・日本文化研修留学生プログラム」に参加した学生は 1 人で，その学生は
秋期，春期ともに総合日本語コースを受講した。学生の出身国はロシアで，所属は人文学部である。な
お，2006 年 10 月より，本学との学術交流協定に基づく短期留学生も総合日本語コースに参加可能となっ
たが，短期留学生の受講状況等については別に報告する。（「短期留学生報告」参照）










　秋期は，2011 年 10 月 11 日（火）～ 2012 年 2 月 10 日（金）を授業期間とした。12 月 22 日（木）～
1 月 4 日（水）は冬季休業，1 月 13 日（金）は大学入試センター試験準備日のため，休講とした。また，
曜日調整のため，1 月 10 日（火）は月曜日の授業を行った。
　春期は，2012 年 4 月 9 日（月）～ 7 月 26 日（木）を授業期間とした。曜日調整のため，7 月 17 日（火）
は月曜日の授業，7 月 25 日（水）は金曜日の授業を行った。
　学期ごとに，コーディネーターがオリエンテーションを行った。オリエンテーションの実施日は，秋
期は 2011 年 10 月 4 日（火），春期は 2012 年 4 月 4 日（水）である。オリエンテーションでは，学生に
各授業科目の目的，理解達成目標，授業計画等を掲載した授業概要の冊子（授業概要は留学生センター



























































































も説明している。この基準をもとに授業担当者が，優（80 点～ 100 点），良（70 点～ 79 点），可（60





に，総合日本語コース全体についてはインタビュー調査（実施日：2012 年 7 月 25 日（木），調査対象：








































　富山大学に在籍した短期留学生は，2011 年度後期（2011 年 10 月～ 2012 年３月）が 13 人，2012 年





人文 人発 経済 理工 芸文
2011 年度後期 ８ ２ ２ １ ０ １３




2011 年度後期 2012 年度前期
韓国 国民大学校 5 ５
江原大学校経営大学 １ １







ロシア ノヴォシビルスク大学 １ ０
チェコ プラハ美術工芸大学 ０ ３
（合　計） １３ １５










人　文 人　発 経　済 合計
2011 年度後期 ８ ２ 1 １１







B2 作文 2 聴解 2 会話 2 漢字 2
日本











B1 作文 1 聴解 1 会話 1 漢字 1
日本






（受講者：９人） 0 ０ １ ２ ３ ０ ４ ４ ３ １７ １．９













経済学部 経済学研究科 理工学教育部 芸術文化学部 合　計
2011 年度後期 １ 0 １ ０ ２












































じて留学生センター長，2011 年度および 2012 年度の「日韓共同理工系学部留学生事業推進フェア」参
加者も加わった。
○第 39 回（2012 年度第１回）日韓ＷＧミーティング
　日時・場所：2012 年６月５日（火） 14：45　留学生センター長室
○第 40 回（2012 年度第２回）日韓ＷＧミーティング
　日時・場所：2012年７月３日（火） 8：45　学生会館２階多目的室


















　　日時：2012年９月２日（日） ９：30 ～ 17：00






























































　前学期の受講者は，「日本語 A1」が 26 人であり，「日本語 B3」が火曜日３時限に１人，火曜日４時
限に０人， 水曜日４時限に６人，木曜日３時限に２人であった。




　国・地域別の内訳は，「日本語 A1」が中国 14 人，マレーシア７人，ベトナム４人，モンゴル１人であり，
火曜日３時限の「日本語 B3」がベトナム１人であり，水曜日４時限の「日本語 B3」が中国４人，ベト
ナム２人であり， 木曜日３時限の「日本語 B3」が中国１人，ベトナム１人である。
　後学期の受講者は，「日本語 A2」が 26 人であり，「日本語 B4」が火曜日１時限に５人，火曜日３時
限に２人，水曜日４時限に 11 人であった。
















































































































　毎週水曜日の昼休み 12 時から 13 時までの時間帯を利用して実施した。2012 年度は，前期は
2012 年４月 25 日 ( 水 ) から７月 18 日 ( 水 ) までの全 12 回，後期は 10 月 24 日 ( 水 ) から冬季休
業をはさんで 2013 年１月 30 日 ( 水 ) までの全 12 回，１年間に計 24 回実施した。なお，夏季休
業期間は特定の実施日を設けなかったが，留学生から希望があった場合に相談に応じた。
３）担当者








人文 人発 経済 理工 留セ  芸文
前 期 3 6 6 7 0 5 27
夏季休業期間 0 8 1 2 0 0 11
後 期 7 1 3 6 4 0 21












日本語の発音・表記・文法・作文等に関する質問や練習 大学の授業等に関連した相談（レポート添削 ） 学外での活動に関連した相談（スピーチ原稿の添削や練習）各種書類や掲示物に関する相談（書類の内容確認や添削等）進学や就職活動に関連した相談（作文添削や面接練習等）日本語の学習方法や日本語クラスの受講に関する相談
計
前 期 14 9 2 2 0 1 28
夏 季 休 業 期 間 4 0 6 0 1 0 11
後 期 7 8 1 1 2 2 21




習）」で，この 3 つで，全体の 8 割以上を占める。ここ数年，「日本語学習に関する質問や練習」と「レ
ポート等の添削」での利用が中心となっている。
４　担当教員による打合せ












（2012 年４月～ 2013 年３月）
後藤寛樹
１　日本語学習支援サイトRAICHOの概要


























るようになっているが，2012 年４月から 2013 年３月までの１年間に，新たに 488 人がユーザ登録をし
てこのコンテンツを利用している。
３　今後の展望






























３．留 学 生 指 導 部 門 報 告



























1 限 2 限 3 限 4 限 5 限
月 OH OH OH OH OH
火 OH OH OH OH OH
水 OH OH 　　 　　 　　
木 OH OH 　　 　　 　　
金 OH OH OH OH       
1 限 2 限 3 限 4 限 5 限
月 OH OH OH OH OH
火 OH      　　 　　 OH
水 OH OH 　　 　　 　　
木 OH OH OH OH OH























　　2012 年 11 月 30 日（金）　　　　
　　五百羅漢・富山市民俗民芸村
　＜参加者数＞
















　　2012 年７月 21 日（土）  ３人（26 期生）





　　2012年５月23日（水）17：00 ～ 66 人
　　2012年11月14日（水）17：00 ～ 43 人
（６）おしゃべりタイム　
















　　2012 年４月３日（火）9：30 ～ 13：45
　＜参加者＞
























　　　面談回数：   29 回
　　　相談者数：  22 人　
　　　（内訳）　
　　　　人文学部   ７人
　　　　人間発達科学部 ２人
　　　　経済学部   ７人
　　　　理学部   ２人
　　　　工学部   ２人 
　　　　芸術文化学部  １人
　　　　大学院（工）  １人　　





　2002 年９月 24 日に「富山大学留学生指導連絡会議要項」を制定し，以来留学生指導等の充実を
図るために連絡会議を開催し，留学生に関する様々な問題について各学部の教員及び事務との情報









　富山大学には 330 人（2012 年５月現在）の外国人留学生が在籍している。
　富山県では，県内在住の大学等の私費留学生に対し，県から「富山県国際交流奨学金」が支給されて































































№ 行　　事　　名 期　　日 主　催　団　体　名 参加人数（留学生）
1 ＷＦＷＰ春のつどい ４月７日（土） ＷＦＷＰとやま 3
2 第 53 回外国人による日本語弁論大会 ６月２日（土） （財）国際教育振興会 1




5 ゆかた着付け教室 ７月22日（日） 富山市民国際交流協会 17
6 富山まつり　おわら踊りで参加 ８月４日（土） 富山市民国際交流協会 8
7 ジャパンテント ８月23日（木）～29日（水）　 ジャパンテント開催委員会 5
8 女子留学生日本語弁論富山県大会 ９月29日（土） ＷＦＷＰとやま 5
9 国際交流フェスタ in 海王丸 10月６日（土） ＮＧＯダイバーシティとやま 8
10 国際交流フレンドリー in 婦翔会 10月14日（日） 富山県婦翔会 10




13 食文化交流会 11月18日（日） 富山雷鳥ライオンズクラブ 20
14 留学生ホームスティ 年末から年始にかけて 富山県婦翔会 9
15 2013 新春国際交流のつどい １月20日（日） 富山市民国際交流協会 12
16 異文化交流「見つけた　新しいこと」 ２月22日（金） 富山県立新川みどり野高校 6
17 ボウリング交流会 ２月24日（日） 富山市民国際交流協会 5






 セ ン タ ー 長  橋爪　和夫（人間発達科学部併任）
 副 セ ン タ ー 長  副島　健治
 日本語教育部門  加藤扶久美（日本語・日本事情担当）
    副島　健治（大学院入学前予備教育担当）
    濱田　美和（日本語・日本事情担当）
    後藤　寛樹（大学院入学前予備教育担当）


































































　国際戦略本部会議     橋爪　和夫
　国際戦略本部教育部会     橋爪　和夫，副島　健治
　富山大学留学生奨学金等選考委員会   副島　健治
　留学生奨学金等選考委員会五福キャンパス部会  副島　健治
　五福キャンパス教養教育実施専門委員会   加藤扶久美　
　五福キャンパス教養教育FD専門委員会   濱田　美和
　センター専任教員評価方法検討委員会   橋爪　和夫
　日本語・日本文化研修留学生プログラム検討ＷＧ  濱田　美和
　日韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討ＷＧ 副島　健治，加藤扶久美
　環境推進員      出原　節子
　安全衛生管理者      副島　健治
【その他業務分担（2012年度）】
　留学生センター紀要     副島　健治
　留学生センター概要     濱田　美和
　留学生センターニュース     出原　節子，加藤扶久美
　日本語研修コース報告書 『らいちょう』   後藤　寛樹











（Number of International Students）
Number of International Students













































総　 数 2 5 3 4 8 13 16 28 57 90 118 139 171 194 191 196 202 197 204 242 265 273 267 265 319 328 334 329 321 308 330
国　 費 1 0 0 0 1 2 3 3 5 6 12 16 23 27 29 31 35 40 48 44 33 35 30 32 51 58 48 38 78 66 69
私　 費 1 5 3 4 7 11 13 25 52 84 106 123 148 167 162 165 167 157 156 198 232 238 237 233 268 270 286 252 243 242 261
学　 部 2 5 2 3 4 9 11 23 49 71 98 108 128 142 127 128 121 101 110 138 162 164 165 158 152 151 161 157 144 147 161
大学院 0 0 1 1 4 4 5 5 8 19 20 31 43 52 64 68 81 96 88 101 103 104 99 105 166 176 172 171 174 158 167
その他 1 1 2 2
留 学 生
センター
0 6 3 0 5 3 2 1 1 1 0 2 1 0
※富山大学， 富山医科薬科大学， 高岡短期大学は， 平成17年10月１日統合により富山大学となりました。 
　昭和57年度から平成17年度は旧富山大学のデータです。 
　外国政府派遣と県費は 「国費」 に含めました。 
－ 72 －







男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
人 文 学 部 9 8 17 1 3 3 7 24
人 間 発 達 科 学 部 2 2 2 1 3 3 9 11
経 済 学 部 1 6 5 12 10 9 19 31
理 学 部 1 1 2 0 2
医 学 部 0 1 1 1
薬 学 部 1 1 0 1
工 学 部 1 32 10 21 14 78 2 1 3 81
芸 術 文 化 学 部 1 5 6 2 2 4 10
小　　計 3 0 32 11 38 34 118 2 2 3 0 18 18 43 161
人 文 科 学 研 究 科 4 4 2 2 6
教 育 学 研 究 科 0 0 0
人間発達科学研究科 2 2 1 1 3
経 済 学 研 究 科 1 16 18 35 0 35
生命融合科学
教 育 部
博士(薬･理･工） 2 4 6 0 6
博士（医） 2 1 8 4 15 0 15
医 学 薬 学
教 育 部
修 士 1 4 5 10 1 1 11
博 医 1 4 8 13 0 13
博 薬 2 2 8 3 15 0 15
医学系研究科 博 士 0 0 0
薬 学 研 究 科 博 後 0 0 0
理工学教育部
修 士 24 5 29 0 29
博 士 3 1 24 3 31 1 1 2 33
理工学研究科 博 士 0 1 1 1
小　　　計 11 4 1 0 92 52 160 0 0 0 0 2 5 7 167
芸 術 文 化 学 研 究 科 1 1 2 0 2
留 学 生 セ ン タ ー 0 0 0
和漢医薬学総合研究所 0 0












   富山大学留学生センター規則 
平成 17 年 10 月 １日制定 
平成 18 年 ４月 １日改正 
平成 19 年 11 月 15 日改正 
平成 20 年 ４月 １日改正 
平成 21 年 ４月 １日改正 
平成 23 年 ４月 25 日改正 










 (１) 外国人留学生に対する日本語・日本事情教育 
 (２) 外国人留学生に係る入学前における予備教育（以下「予備教育」という。） 
 (３) 外国人留学生に対する修学上及び生活上の指導助言 
 (４) 海外留学を希望する学生に対する修学上及び生活上の指導助言 
 (５) 留学生教育に関する調査及び研究 
 (６) その他センターの目的達成に必要な事項 
（職員） 
第４条 センターに，次に掲げる職員を置く。 
 (１) センター長 
 (２) 副センター長 
 (３) 専任の教員 
























 (１) 管理運営の基本方針に関すること。 
 (２) 事業の計画及び実施に関すること。 
 (３) センター長，副センター長及び専任の教員の人事に関すること。 
 (４) 予算概算の方針に関すること。 
 (５) その他センターに関し必要な事項 
（運営委員会の組織） 
第 10条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
 (１) センター長 
 (２) 学長が指名した副学長 
 (３) センターの専任の教員 
 (４) 学部（理学部，医学部，薬学部及び工学部を除く。）及び研究部の各系から選出された
教授 各１人 
































第 17条 センターの事務は，学務部学生支援グループにおいて処理する。 
   附 則 
１ この規則は，平成 17年 10 月１日から施行する。 
２ この規則の施行後，最初に任命される副センター長は，この規則の施行日の前日にお
いて富山大学留学生センター副センター長であった者をこの規則により選考されたも
のとみなし，任期は第６条第２項の規定にかかわらず，平成 19年３月 31日までとする。 
３ この規則の施行後，最初に選出される第 10 条第１項第４号に規定する委員の任期は，第
10条第２項の規定にかかわらず，平成 19年３月 31日までとする。 
   附 則 
１ この規則は，平成 18年４月１日から施行する。 
２ この規則施行日の前日において，理学部，医学部，薬学部及び工学部から選出された
者については，第 10 条第１項第４号の研究部の各系から選出された者とみなす。ただ 
し，任期は同条第２項の規定に関わらず，平成 19年３月 31日までとする。 
   附 則 
 この規則は，平成 20年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 21年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この規則は，平成 23年４月 25日から施行し，平成 23年４月１日から適用する。 
附 則 
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